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平成19年度遺伝子組換えダイズ栽培実験の説明会を開催

６月２日に本年度の遺伝子組換え（以下組換え）
ダイズ栽培実験の説明会を開催しました。この説
明会は、「第１種使用規程承認組換え作物栽培実験
指針（平成16年２月策定）」に基づいて、当研究
所の周辺の方々に実験計画と組換え作物の交雑・
混入防止措置などに関する情報を提供して、その
栽培実験の実施への理解をいただくために開催す
るものです。説明会には、今年も一般市民、大学、
独立行政法人などから総数45名の参加がありまし
た。

ツルマメは、日本では河原や空き地でよく見ら
れる雑草です。この雑草はダイズの近縁種と考え
られています。したがって組換えダイズが栽培さ
れた場合、その花粉によりほ場の周辺に生えてい
るツルマメと交雑することを懸念する声がありま
す。この栽培実験は、実際にほ場で組換えダイズ
からツルマメへどのくらい交雑がおこるのかを調
べるものです。一般に、ダイズとツルマメは、同
一花の中で受精する性質（自殖性）が強く、花粉
が他の花へ移行して受精（他殖）する可能性は極
めて低いことが知られています。このため組換え
ダイズとツルマメとの自然交雑はほとんどおこら
ず、生物多様性へ影響を及ぼす恐れはないと学識
経験者で構成される生物多様性影響評価検討会に
おいても判断されました。しかしながら、両者の
自然交雑についての知見は少なく、さらに収集す
ることが必要と考えられます。また、ツルマメは
中国、韓国、ロシアなど東アジアにのみ自生して
いるため、この知見を収集することは、国際的役
割を果たす意義もあります。

今年度の実験は、３年間の実施計画の最終年に
当たります。平成17年度は、両種の交雑しやすい
条件をつくり、３万粒以上のツルマメ種子につい
て検定し、１粒交雑種子を確認しました。18年度
は開花期の異なる４品種の組換えダイズを花粉源
として栽培し、収穫した約112,000粒のツルマメ
種子について組換えダイズとの交雑種子があるか
どうかを検定しましたが、１粒も見つかりません
でした。本年度は、昨年度に得た開花期のデータ
をもとに、開花期の異なる品種の播種期を２回に
分け、開花期がより重複するように実験を設計し
て、ほ場での両者の距離と自然交雑率について明
らかにしたいと考えています。

説明会当日は、松尾から組換え作物栽培に関す
る制度について、吉村からこれまでの結果と平成
19年度栽培試験の計画についての説明を行いまし
た。その後の質疑ではこれまでの実験結果に関連

する多くの質問が出されました。質疑を含めて説
明は約１時間で終了して、会場から参加者ととも
に約500m離れた試験ほ場へ歩いて移動しました。
ここでは、試験作物の配置や種子の拡散防止対策
など、具体的な実験内容や管理体制についての説
明とそれに対する質問が出されました。通常、ツ
ルマメはどのような所に生育しているのか、訪花
昆虫の調査はどのように行ったのかなどの現実的
な質問が多くなって、答える側も実験準備の苦労
話や天候の不安などを交えた回答となりました。

今後とも私たちは、科学的な知見に基づく組換
え作物の適正な評価試験に取り組むとともに、そ
の説明会を開催して、これに参加される多くの方々
の関心や疑問に適切に応えるいっそうの努力が必
要であると考えています。

試験ほ場の見学は、今秋までの生育期間を通じ
て随時お受けしますが、当研究所のホームページ

（http://www.niaes.affrc.go.jp/） で も、 ６ 月20
日に終えた組換えダイズ種まきの様子など、生育
状況や調査の様子を順次紹介しますのでアクセス
してみてください。

（生物多様性研究領域　松尾　和人　吉村　泰幸）

会場での説明の様子

試験ほ場前での説明の様子
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